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ストレージのプロビジョニング

vCenter向けSANtricityストレージプラグインでのストレージの
プロビジョニングについて

vCenter向けストレージプラグインでは、ボリュームと呼ばれるデータコンテナを作成し
て、ホストがアレイ上のストレージにアクセスできるようにすることができます。

ボリュームのタイプと特性

ボリュームは、ストレージアレイ上のストレージスペースを管理および編成するデータコンテナです。

ストレージアレイで使用可能なストレージ容量からボリュームを作成すると、システムのリソースを整理する
のに役立ちます。「ボリューム」という概念は、コンピュータ上のフォルダやディレクトリを使用してファイ
ルにすばやくアクセスできるようにする方法に似ています。

ボリュームは、ホストから認識できる唯一のデータレイヤです。SAN 環境では、ボリュームは論理ユニット
番号（ LUN ）にマッピングされます。これらのLUNは、FC、iSCSI、SASなど、ストレージアレイでサポー
トされている1つ以上のホストアクセスプロトコルを使用してアクセス可能なユーザデータを保持します。

プールまたはボリュームグループ内の各ボリュームには、格納されるデータのタイプに基づいて独自の特性が
あります。たとえば、次のような特性があります。

• セグメントサイズ-セグメントは、あるドライブに格納されるデータの量（KiB）です。この量に達する
と、ストライプ（RAIDグループ）内の次のドライブへと進みます。セグメントサイズは、ボリュームグ
ループの容量と同じかそれよりも小さくなります。プールのセグメントサイズは固定で、変更することは
できません。

• 容量-プールまたはボリュームグループの空き容量からボリュームを作成します。ボリュームを作成するに
は、プールまたはボリュームグループがすでに存在している必要があります。また、ボリュームを作成す
るための十分な空き容量がプールまたはボリュームグループに必要です。

• コントローラ所有権--すべてのストレージアレイは'1台または2台のコントローラを持つことができますシ
ングルコントローラアレイでは、ボリュームのワークロードは単一のコントローラによって管理されま
す。デュアルコントローラアレイでは、ボリュームを「所有」する優先コントローラ（AまたはB）がボリ
ュームに割り当てられます。デュアルコントローラ構成では、自動ロードバランシング機能を使用してボ
リューム所有権が自動的に調整され、コントローラ間でワークロードが移動する際の負荷の不均衡が解消
されます。自動ロードバランシングはI/Oワークロードを自動的に分散する機能を提供し、ホストからの受
信I/Oトラフィックは動的に管理されて両方のコントローラに分散されます。

• ボリューム割り当て--ボリュームの作成時または後で、ホストにボリュームへのアクセス権を与えること
ができます。すべてのホストアクセスは、論理ユニット番号（LUN）を使用して管理されます。ホスト
は、ボリュームに割り当てられているLUNを検出します。ボリュームを複数のホストに割り当てる場合
は、クラスタリングソフトウェアを使用して、すべてのホストからボリュームを使用できるようにしてく
ださい。

ホストタイプでは、ホストがアクセスできるボリュームの数に制限がある場合があります。特定のホスト
で使用するボリュームを作成するときは、この制限に注意してください。

• リソースプロビジョニング-- EF600またはEF300ストレージアレイでは、バックグラウンド初期化プロセ
スなしですぐにボリュームを使用するように指定できます。リソースプロビジョニングボリューム
は、SSDグループまたはプール内のシックボリュームです。ボリュームの作成時にはドライブ容量が割り
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当てられますが（ボリュームに割り当てられます）、ドライブブロックは割り当て解除されます（マッピ
ング解除されます）。

• わかりやすい名前--ボリュームに任意の名前を付けることができますが、わかりやすい名前にすることを
お勧めします。

ボリュームの作成時には、各ボリュームに容量が割り当てられ、名前、セグメントサイズ（ボリュームグルー
プの場合のみ）、コントローラ所有権、およびボリュームとホストの割り当てが指定されます。ボリュームデ
ータは、必要に応じてコントローラ間で自動的に負荷分散されます。

ボリュームの容量

ストレージアレイ内のドライブは、データに対して物理ストレージ容量を提供します。データの格納を開始す
る前に、プールまたはボリュームグループと呼ばれる論理コンポーネントに割り当て容量を設定する必要があ
ります。これらのストレージオブジェクトを使用して、ストレージアレイのデータを設定、格納、メンテナン
ス、および保持できます。

ボリュームの作成および拡張に必要な容量

プールまたはボリュームグループ内の未割り当て容量または空き容量からボリュームを作成できます。

• 未割り当て容量からボリュームを作成する場合は、プールまたはボリュームグループとボリュームを同時
に作成できます。

• 空き容量からボリュームを作成する場合は、既存のプールまたはボリュームグループに追加のボリューム
を作成します。ボリュームの容量を拡張したら、それに一致するようにファイルシステムのサイズを手動
で拡張する必要があります。方法は、使用しているファイルシステムによって異なります。詳細について
は、ホストオペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

プラグインインターフェイスには、シンボリュームを作成するオプションはありません。

ボリュームのレポート容量

ボリュームのレポート容量は、割り当てられている物理ストレージ容量と同じです。物理ストレージ容量全体
が存在している必要があります。物理的に割り当てられるスペースは、ホストに報告されるスペースと同じで
す。

通常は、ボリュームのレポート容量を、ボリュームが拡張すると予想される最大容量に設定します。ボリュー
ムは、予測可能な高パフォーマンスをアプリケーションに提供します。これは主に、すべてのユーザ容量が作
成時に予約されて割り当てられているためです。

容量制限

ボリュームの最小容量は1MiBであり、最大容量はプールまたはボリュームグループ内のドライブの数と容量
で決まります。

ボリュームのレポート容量を拡張するときは、次のガイドラインに注意してください。

• 小数点以下3桁まで指定できます（例：65.375GiB）。

• ボリュームグループで使用可能な最大値以下の容量を指定してください。ボリュームを作成する場合は、
セグメントサイズの動的（DSS）変更のための追加容量が事前に割り当てられます。DSS変更は、ボリュ
ームのセグメントサイズを変更できるソフトウェアの機能です。
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• 一部のホストオペレーティングシステムでは、2TiBを超えるボリュームがサポートされます（最大レポー
ト容量はホストオペレーティングシステムで決定されます）。実際には、一部のホストオペレーティング
システムでサポートされるのは最大128TiBのボリュームです。詳細については、ホストオペレーティング
システムのドキュメントを参照してください。

アプリケーション固有のワークロード

ボリュームを作成する際には、ワークロードを選択して特定のアプリケーション用にストレージアレイの構成
をカスタマイズします。

ワークロードは、アプリケーションをサポートするストレージオブジェクトです。アプリケーションごとに1

つ以上のワークロードまたはインスタンスを定義できます。一部のアプリケーションでは、特性が似たボリュ
ームで構成されるようにワークロードが設定されます。これらのボリューム特性は、ワークロードがサポート
するアプリケーションのタイプに基づいて最適化されます。たとえば、Microsoft SQL Serverアプリケーショ
ンをサポートするワークロードを作成し、そのワークロード用のボリュームを作成すると、Microsoft SQL

Serverをサポートするようにボリューム特性が最適化されます。

ボリュームの作成中に、ワークロードの使用に関する回答 の質問が表示されます。たとえば、Microsoft

Exchange用のボリュームを作成する場合は、必要なメールボックスの数、メールボックスに必要とされる平
均容量、およびデータベースのコピーをいくつ作成するかについて設定します。この情報に基づいて最適なボ
リューム構成が作成されるため、必要に応じて編集することができます。必要に応じて、ボリューム作成のこ
の手順をスキップできます。

ワークロードのタイプ

アプリケーション固有とその他の2種類のワークロードを作成できます。

• アプリケーション固有--アプリケーション固有のワークロードを使用してボリュームを作成する場合、ア
プリケーションワークロードのI/Oとアプリケーションインスタンスからの他のトラフィックの競合を最小
限に抑えるために最適化されたボリューム構成が推奨される場合があります。I/Oタイプ、セグメントサイ
ズ、コントローラ所有権、読み取り/書き込みキャッシュなどのボリューム特性が自動的に推奨され、次の
アプリケーションタイプ用に作成されるワークロードに合わせて最適化されます。

◦ Microsoft SQL Server の場合

◦ Microsoft Exchange Server の略

◦ ビデオ監視アプリケーション

◦ VMware ESXi（ボリュームをVirtual Machine File Systemで使用する場合）

ボリュームの追加/編集ダイアログボックスを使用して、推奨されるボリューム構成を確認し、システ
ムで推奨されるボリュームや特性を編集、追加、削除できます。

• その他（または特定のボリューム作成サポートのないアプリケーション）- 特定のアプリケーションに関
連付けられていないワークロードを作成する場合や、ストレージアレイで使用する予定のアプリケーショ
ンに対する最適化が組み込まれていない場合は、その他のワークロードではボリューム構成を手動で指定
する必要があります。ボリュームの追加/編集ダイアログボックスを使用して、ボリューム構成を手動で指
定する必要があります。

アプリケーションとワークロードの表示

アプリケーションとワークロードを表示するには、System Managerを起動します。このインターフェイスか
ら、アプリケーション固有のワークロードに関連する情報をいくつかの方法で表示できます。
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• ボリュームタイルのアプリケーションとワークロードタブを選択すると、ストレージアレイのボリューム
をワークロード別にグループ化し、ワークロードが関連付けられているアプリケーションタイプを表示で
きます。

• パフォーマンスタイルのアプリケーションとワークロードタブを選択して、論理オブジェクトのパフォー
マンス指標（レイテンシ、IOPS、MB）を表示できます。オブジェクトはアプリケーションおよび関連付
けられているワークロード別にグループ化されます。このパフォーマンスデータを定期的に収集すること
で、ベースラインとなる数値を設定して傾向を分析することができ、I/Oパフォーマンスに関する問題の調
査に役立ちます。

vCenter向けSANtricityストレージプラグインでのストレージの
作成

vCenter向けストレージプラグインでは、最初に特定のアプリケーションタイプのワーク
ロードを作成することでストレージを作成します。次に、特性が共通する複数のボリュ
ームを作成し、ワークロードにストレージ容量を追加します。

手順1：ワークロードを作成する

ワークロードは、アプリケーションをサポートするストレージオブジェクトです。アプリケーションごとに1

つ以上のワークロードまたはインスタンスを定義できます。

このタスクについて

一部のアプリケーションでは、特性が似たボリュームで構成されるようにワークロードが設定されます。これ
らのボリューム特性は、ワークロードがサポートするアプリケーションのタイプに基づいて最適化されます。
たとえば、Microsoft SQL Serverアプリケーションをサポートするワークロードを作成し、そのワークロード
用のボリュームを作成すると、Microsoft SQL Serverをサポートするようにボリューム特性が最適化されま
す。

次のアプリケーションタイプにかぎり、最適化されたボリューム構成が推奨されます。

• Microsoft SQL Server の場合

• Microsoft Exchange Server の略

• ビデオ監視

• VMware ESXi（ボリュームをVirtual Machine File Systemで使用する場合）

手順

1. 管理ページで、ストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. メニューを選択します。Create [Workload]。

[アプリケーションワークロードの作成]ダイアログボックスが表示されます。

4. ドロップダウンリストを使用してワークロードを作成するアプリケーションのタイプを選択し、ワークロ
ード名を入力します。

5. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。
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手順2：ボリュームを作成する

ボリュームを作成してアプリケーション固有のワークロードにストレージ容量を追加し、作成したボリューム
が特定のホストまたはホストクラスタに認識されるように設定します。

このタスクについて

ほとんどのアプリケーションタイプでは、デフォルトでユーザ定義のボリューム構成が使用されますが、その
他のタイプではボリューム作成時にスマート構成が適用されます。たとえば、Microsoft Exchangeアプリケー
ション用のボリュームを作成する場合は、必要なメールボックスの数、メールボックスに必要とされる平均容
量、およびデータベースのコピーをいくつ作成するかについて設定します。この情報に基づいて最適なボリュ
ーム構成が作成されるため、必要に応じて編集することができます。

ボリュームは、メニューから作成できます。プロビジョニング[ボリュームの管理]>[作成]>[ボリューム]または
メニューからプロビジョニング[プールとボリュームグループの設定]>[作成]>[ボリューム]。どちらの選択でも
手順 は同じです。

ボリュームを作成するプロセスは複数の手順で構成される手順 です。

手順2a：ボリュームのホストを選択します

最初の手順では、ボリュームに特定のホストまたはホストクラスタを選択するか、あとからホストを割り当て
ることができます。

作業を開始する前に

次の点を確認してください。

• 有効なホストまたはホストクラスタが定義されている（メニュー：Provisioning [Configure Hosts]）。

• ホストに対してホストポート識別子が定義されている。

• DA対応ボリュームを作成する場合、ホスト接続でData Assurance（DA）がサポートされている必要があ
ります。ストレージアレイのコントローラで DA をサポートしていないホスト接続が使用されている場
合、関連付けられているホストからは DA 対応ボリュームのデータにアクセスできません。

このタスクについて

ボリュームを割り当てる際は、次のガイドラインに注意してください。

• ホストのオペレーティングシステムによって、ホストがアクセスできるボリュームの数に制限がある場合
があります。特定のホストで使用するボリュームを作成するときは、この制限に注意してください。

• 割り当てることができる割り当ては、ストレージアレイのボリュームごとに1つです。

• 割り当てられたボリュームは、ストレージアレイのコントローラ間で共有されます。

• あるホストまたはホストクラスタからボリュームへのアクセスに、同じ論理ユニット番号（LUN）を複数
回使用することはできません。一意のLUNを使用する必要があります。

• ボリューム作成プロセスの速度を上げる場合は、ホスト割り当ての手順を省略して、新しく作成したボリ
ュームをオフラインにすることができます。

ホストクラスタにボリュームを割り当てる場合、そのホストクラスタ内のいずれかのホストに
対してすでに確立されている割り当てと競合していると、割り当ては失敗します。

手順
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1. 管理ページで、ストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. メニューから「 Create [Volumes] 」を選択します。

Select Host （ホストの選択）ダイアログボックスが表示されます。

4. ボリュームを割り当てるホストまたはホストクラスタをドロップダウンリストから選択するか、ホストま
たはホストクラスタをあとで割り当てるように選択します。

5. 選択したホストまたはホストクラスタのボリューム作成手順を続行するには、* Next.*をクリックします

ワークロードの選択ダイアログボックスが表示されます。

手順2b：ボリュームのワークロードを選択します

2番目の手順では、ワークロードを選択して、VMwareなどの特定のアプリケーション用にストレージアレイ
の構成をカスタマイズします。

このタスクについて

このタスクでは、ワークロード用のボリュームを作成する方法について説明します。一般に、ワークロードに
は、ワークロードがサポートするアプリケーションのタイプに基づいて最適化された、同様の特性を持つボリ
ュームが含まれます。この手順でワークロードを定義するか、既存のワークロードを選択できます。

次のガイドラインに注意してください。

• アプリケーション固有のワークロードを使用する場合、アプリケーションワークロードのI/Oとアプリケー
ションインスタンスからの他のトラフィックの競合が最小限になるように最適化されたボリューム構成が
提示されます。ボリュームの追加/編集ダイアログボックス（次の手順で使用可能）を使用して、推奨され
るボリューム構成を確認し、システム推奨のボリュームや特性を編集、追加、削除できます。

• 他の種類のアプリケーションを使用する場合は、ボリュームの追加/編集ダイアログボックス（次の手順で
使用可能）を使用して、ボリューム構成を手動で指定します。

手順

1. 次のいずれかを実行します。

◦ 既存のワークロード用のボリュームの作成 * オプションを選択し、ドロップダウンリストからワーク
ロードを選択します。

◦ サポート対象のアプリケーションまたは「その他」のアプリケーションに対して新しいワークロード
を定義するには、「*新しいワークロードを作成する」オプションを選択し、次の手順を実行します。

▪ ドロップダウンリストから、新しいワークロードを作成するアプリケーションの名前を選択しま
す。このストレージアレイで使用するアプリケーションが表示されていない場合は、「Other」エ
ントリのいずれかを選択します。

▪ 作成するワークロードの名前を入力します。

2. 「 * 次へ * 」をクリックします。

3. ワークロードがサポート対象のアプリケーションタイプに関連付けられている場合は、要求された情報を
入力します。それ以外の場合は、次の手順に進みます。
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手順2c：ボリュームを追加または編集する

3つ目の手順では、ボリューム構成を定義します。

作業を開始する前に

• プールまたはボリュームグループに十分な空き容量が必要です。

• 1つのボリュームグループに含めることができるボリュームの最大数は256です。

• プールで使用できる最大ボリューム数は、ストレージシステムのモデルによって異なります。

◦ 2、048ボリューム（EF600およびE5700シリーズ）

◦ 1、024ボリューム（EF300）

◦ 512ボリューム（E2800シリーズ）

• Data Assurance（DA）対応ボリュームを作成する場合は、使用するホスト接続でDAがサポートされてい
る必要があります。

◦ DA対応ボリュームを作成する場合は、DAに対応したプールまたはボリュームグループを選択します
（プールとボリュームグループの候補テーブルで「DA」の横にある「* Yes」を探します）。

◦ DA 機能はプールおよびボリュームグループのレベルで提供されます。DA 保護は、データがコントロ
ーラ経由でドライブに転送される際に発生する可能性があるエラーをチェックして修正します。新し
いボリュームに DA 対応のプールまたはボリュームグループを選択すると、エラーがある場合には検
出されて修正されます。

◦ ストレージアレイのコントローラで DA をサポートしていないホスト接続が使用されている場合、関
連付けられているホストからは DA 対応ボリュームのデータにアクセスできません。

• セキュリティ有効ボリュームを作成するには、ストレージアレイのセキュリティキーを作成する必要があ
ります。

◦ セキュリティ有効ボリュームを作成する場合は、セキュリティ対応のプールまたはボリュームグルー
プを選択します（プールとボリュームグループの候補テーブルで「セキュリティ対応」の横にある「
はい」を探します）。

◦ ドライブセキュリティ機能は、プールおよびボリュームグループのレベルで提供されます。セキュリ
ティ対応ドライブを使用すると、ストレージアレイから物理的に取り外されたドライブ上のデータへ
の不正アクセスを防止できます。セキュリティ有効ドライブでは、一意の暗号化キーを使用して、書
き込み時にデータが暗号化され、読み取り時に復号化されます。

◦ プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応とセキュリティ対応でないドライブの両方を
含めることができますが、暗号化機能を使用するためにはすべてのドライブがセキュリティ対応であ
る必要があります。

• リソースプロビジョニングボリュームを作成するには、すべてのドライブが Deallocated or Unwritten

Logical Block Error （ DULBE ）オプションを適用した NVMe ドライブである必要があります。

このタスクについて

対応するプールまたはボリュームグループからボリュームを作成します。これらのプールは、ボリュームの追
加と編集ダイアログボックスに表示されます。対象となる各プールおよびボリュームグループについて、使用
可能なドライブの数と合計空き容量が表示されます。

アプリケーション固有のワークロードがある場合、候補となる各プールまたはボリュームグループに、推奨さ
れるボリューム構成に基づいて提示される容量が表示され、残りの空き容量が GiB 単位で表示されます。そ
れ以外のワークロードの場合、プールまたはボリュームグループにボリュームを追加してレポート容量を指定
した時点で容量が提示されます。
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手順

1. 前の手順でほかにワークロードを選択したかアプリケーション固有のワークロードを選択したかに基づい
て、次のいずれかの操作を実行します。

◦ その他：1つ以上のボリュームの作成に使用する各プールまたはボリュームグループで’新しいボリュ
ームの追加をクリックします
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フィールドの詳細

フィールド 説明

ボリューム名 ボリュームには、作成時にデフォルトの名前が割り当てられます。デ
フォルトの名前をそのまま使用することも、ボリュームに格納された
データのタイプを表した名前を指定することもできます。

レポート容量 新しいボリュームの容量と単位（ MiB 、 GiB 、または TiB ）を定義し
ます。シックボリュームの場合、最小容量は1MiBであり、最大容量は
プールまたはボリュームグループに含まれるドライブの数と容量で決
まります。コピーサービス（Snapshotイメージ、Snapshotボリュー
ム、ボリュームコピー、およびリモートミラー）用のストレージ容量
も必要であることに注意してください。そのため、 標準ボリュームに
すべての容量を割り当てないでください。プールの容量は4GiB単位で
割り当てられます。4GiBの倍数でない容量を割り当てた場合、その容
量は使用できません。全容量を使用できるようにするため、4GiB単位
で容量を指定してください。使用不可容量が存在する場合、その容量
を使用するにはボリュームの容量を増やすしかありません。

ボリュームのブロック
サイズ（EF300およ
びEF600のみ）

ボリュームに対して作成できるブロックサイズが表示されます。

• 512 ～ 512 バイト

• 4K – 4 、 096 バイト
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フィールド 説明

セグメントサイズ（
Segment Size ）

セグメントのサイジングに関する設定が表示されます。これは、ボリ
ュームグループのボリュームについてのみ表示されます。セグメント
サイズを変更することでパフォーマンスを最適化することができま
す。許容されるセグメントサイズの推移-許容されるセグメントサイズ
の推移がシステムによって決定されます。現在のセグメントサイズの
変更後のサイズとして適切でないものは、ドロップダウンリストに表
示されません。通常、許容される変更後のサイズは、現在のセグメン
トサイズの倍または半分です。たとえば、ボリュームの現在のセグメ
ントサイズが 32KiB であれば、ボリュームの新しいセグメントサイズ
として 16KiB または 64KiB が許容されます。* SSDキャッシュが有効
なボリューム*- SSDキャッシュが有効なボリュームでは、セグメント
サイズを4KiBに指定することができます。4KiB のセグメントサイズを
選択するのは、 SSD キャッシュが有効なボリュームで小さいブロック
の I/O 処理を実行する（ I/O ブロックサイズが 16KiB 以下の場合など
）場合のみにしてください。SSD キャッシュが有効なボリュームで大
きいブロックのシーケンシャル処理を実行する場合は、セグメントサ
イズとして 4KiB を選択するとパフォーマンスが低下することがありま
す。セグメントサイズの変更にかかる時間-ボリュームのセグメントサ
イズの変更にかかる時間は、次の要因によって異なります。

• ホストからの I/O 負荷

• ボリュームの修正の優先順位

• ボリュームグループ内のドライブの数

• ドライブチャネルの数

• ストレージアレイコントローラの処理能力

ボリュームのセグメントサイズを変更すると I/O パフォーマンスに影響
しますが、データの可用性は維持されます。

セキュリティ対応 *「Secure Capable」の横には、プールまたはボリューム・グループ内
のドライブがセキュア対応である場合のみ「Secure Capable」と表示
されます。ドライブセキュリティは、ストレージアレイから物理的に
取り外されたドライブ上のデータへの不正アクセスを防止します。こ
のオプションは、ドライブセキュリティ機能が有効になっていて、ス
トレージアレイのセキュリティキーが設定されている場合にのみ使用
できます。プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応と
セキュリティ対応でないドライブの両方を含めることができますが、
暗号化機能を使用するためにはすべてのドライブがセキュリティ対応
である必要があります。

ダ *はい*は、プールまたはボリュームグループ内のドライブがData

Assurance（DA）をサポートしている場合にのみ「DA」の横に表示さ
れます。DA を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性
が向上します。DA を使用すると、データがコントローラ経由でドライ
ブに転送される際にストレージアレイがエラーの有無をチェックでき
ます。新しいボリュームに DA を使用すると、すべてのエラーが検出さ
れます。
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フィールド 説明

リソースのプロビジョ
ニング（EF300およ
びEF600のみ）

• Yes *は、ドライブがこのオプションをサポートしている場合にの
み、[Resource Provisioned（リソースのプロビジョニング）]の横
に表示されます。リソースプロビジョニングは、EF300およ
びEF600ストレージアレイで使用できる機能です。これにより、バ
ックグラウンドの初期化プロセスを実行せずに、ボリュームをただ
ちに使用できます。

◦ アプリケーション固有のワークロード--選択したワークロードのシステム推奨のボリュームと特性を受
け入れるには、[次へ]をクリックします。選択したワークロードのシステム推奨のボリュームと特性を
変更、追加、または削除するには、[ボリュームの編集]をクリックします。
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フィールドの詳細

フィールド 説明

ボリューム名 ボリュームには、作成時にデフォルトの名前が割り当てられます。デ
フォルトの名前をそのまま使用することも、ボリュームに格納された
データのタイプを表した名前を指定することもできます。

レポート容量 新しいボリュームの容量と単位（ MiB 、 GiB 、または TiB ）を定義し
ます。シックボリュームの場合、最小容量は1MiBであり、最大容量は
プールまたはボリュームグループに含まれるドライブの数と容量で決
まります。コピーサービス（Snapshotイメージ、Snapshotボリュー
ム、ボリュームコピー、およびリモートミラー）用のストレージ容量
も必要であることに注意してください。そのため、 標準ボリュームに
すべての容量を割り当てないでください。プールの容量は 4GiB 単位で
割り当てられます。4GiB の倍数でない容量を割り当てた場合、その容
量は使用できません。全容量を使用できるようにするため、 4GiB 単位
で容量を指定してください。使用不可容量が存在する場合、その容量
を使用するにはボリュームの容量を増やすしかありません。

ボリュームタイプ アプリケーション固有のワークロード用に作成されたボリュームのタ
イプを示します。

ボリュームのブロック
サイズ（EF300およ
びEF600のみ）

ボリュームに対して作成できるブロックサイズが表示されます。

• 512 — 512バイト

• 4k — 4,096バイト
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フィールド 説明

セグメントサイズ（
Segment Size ）

セグメントのサイジングに関する設定が表示されます。これは、ボリ
ュームグループのボリュームについてのみ表示されます。セグメント
サイズを変更することでパフォーマンスを最適化することができま
す。許容されるセグメントサイズの推移-許容されるセグメントサイズ
の推移がシステムによって決定されます。現在のセグメントサイズの
変更後のサイズとして適切でないものは、ドロップダウンリストに表
示されません。通常、許容される変更後のサイズは、現在のセグメン
トサイズの倍または半分です。たとえば、ボリュームの現在のセグメ
ントサイズが 32KiB であれば、ボリュームの新しいセグメントサイズ
として 16KiB または 64KiB が許容されます。* SSDキャッシュが有効
なボリューム*- SSDキャッシュが有効なボリュームでは、セグメント
サイズを4KiBに指定することができます。4KiB のセグメントサイズを
選択するのは、 SSD キャッシュが有効なボリュームで小さいブロック
の I/O 処理を実行する（ I/O ブロックサイズが 16KiB 以下の場合など
）場合のみにしてください。SSD キャッシュが有効なボリュームで大
きいブロックのシーケンシャル処理を実行する場合は、セグメントサ
イズとして 4KiB を選択するとパフォーマンスが低下することがありま
す。セグメントサイズの変更にかかる時間-ボリュームのセグメントサ
イズの変更にかかる時間は、次の要因によって異なります。

• ホストからの I/O 負荷

• ボリュームの修正の優先順位

• ボリュームグループ内のドライブの数

• ドライブチャネルの数

• ストレージアレイコントローラの処理能力

ボリュームのセグメントサイズを変更すると I/O パフォーマンスに影響
しますが、データの可用性は維持されます。

セキュリティ対応 *「Secure Capable」の横には、プールまたはボリューム・グループ内
のドライブがセキュア対応である場合のみ「Secure Capable」と表示
されます。ドライブセキュリティを使用すると、ストレージアレイか
ら物理的に取り外されたドライブ上のデータへの不正アクセスを防止
できます。このオプションは、ドライブセキュリティ機能が有効にな
っていて、ストレージアレイのセキュリティキーが設定されている場
合にのみ使用できます。プールまたはボリュームグループにはセキュ
リティ対応とセキュリティ対応でないドライブの両方を含めることが
できますが、暗号化機能を使用するためにはすべてのドライブがセキ
ュリティ対応である必要があります。

ダ *はい*は、プールまたはボリュームグループ内のドライブがData

Assurance（DA）をサポートしている場合にのみ「DA」の横に表示さ
れます。DA を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性
が向上します。DA を使用すると、データがコントローラ経由でドライ
ブに転送される際にストレージアレイがエラーの有無をチェックでき
ます。新しいボリュームに DA を使用すると、すべてのエラーが検出さ
れます。
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フィールド 説明

リソースのプロビジョ
ニング（EF300およ
びEF600のみ）

• Yes *は、ドライブがこのオプションをサポートしている場合にの
み、[Resource Provisioned（リソースのプロビジョニング）]の横
に表示されます。リソースプロビジョニングは、EF300およ
びEF600ストレージアレイで使用できる機能です。これにより、バ
ックグラウンドの初期化プロセスを実行せずに、ボリュームをただ
ちに使用できます。

2. 選択したアプリケーションのボリューム作成手順を続行するには、 * 次へ * をクリックします。

手順2d：ボリュームの構成を確認します

最後の手順では、作成するボリュームの概要を確認し、必要に応じて変更を加えます。

手順

1. 作成するボリュームを確認します。変更するには、「 * 戻る」をクリックします。

2. ボリューム構成に問題がなければ、「 * 完了 * 」をクリックします。

完了後

• vSphere Clientで、ボリューム用のデータストアを作成します。

• アプリケーションがボリュームを使用できるように、アプリケーションホストのオペレーティングシステ
ムに対して必要な変更を行います。

• オペレーティングシステム固有のユーティリティ（サードパーティベンダーから入手可能）を実行してか

ら、SMcliコマンドを実行します。 -identifyDevices ボリューム名をホストストレージアレイ名に関
連付けるには、次の手順を実行します。

SMcliはSANtricity OSに含まれており、SANtricityシステムマネージャからダウンロードできま
す。SANtricityシステムマネージャからSMcliをダウンロードする方法の詳細については、 "SANtricity

System Managerオンラインヘルプのコマンドラインインターフェイス（CLI）のダウンロードのトピッ
ク"。

vCenter向けSANtricityストレージプラグインでのボリュームの
容量の拡張

ボリュームのサイズを変更して、レポート容量を拡張できます。

作業を開始する前に

次の点を確認してください。

• ボリュームの関連付けられたプールまたはボリュームグループに十分な空き容量が必要です。

• ボリュームが最適状態で、変更中の状態ではありません。

• ボリュームでホットスペアドライブが使用されていない必要があります。（ボリュームグループ内のボリ
ュームにのみ適用されます）。
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このタスクについて

このタスクでは、プールまたはボリュームグループ内の使用可能な空き容量を使用してボリュームのレポート
容量（ホストに報告される容量）を拡張する方法について説明します。このプールまたはボリュームグループ
内の他のボリュームについて、今後必要になる容量を考慮してください。

ボリュームの容量の拡張は、特定のオペレーティングシステムでのみサポートされています。
サポートされていないホストオペレーティングシステム上でボリューム容量を拡張すると、拡
張した容量は使用できなくなり、元のボリューム容量をリストアすることもできなくなりま
す。

手順

1. [* Manage *（管理）]ページで、サイズを変更するボリュームを含むストレージ・アレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. 容量を拡張するボリュームを選択し、 * 容量を拡張 * を選択します。

容量の拡張の確認ダイアログボックスが表示されます。

4. 続行するには、 * はい * を選択します。

レポート容量の拡張ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスには、ボリュームの現
在のレポート容量と、ボリュームの関連付けられたプールまたはボリュームグループ内で使用可能な空き
容量が表示されます。

5. レポート容量の拡張に使用できるレポート容量を追加するには、 * ボックスを使用します。メビバイト（
MiB ）、ギビバイト（ GiB ）、またはテビバイト（ TiB ）のいずれかで表示するように容量の値を変更で
きます。

6. [* 拡大（ * ） ] をクリックします

選択に基づいて、ボリュームの容量が拡張されます。この処理には時間がかかることがあり、システムの
パフォーマンスに影響する可能性があります。

完了後

ボリュームの容量を拡張したら、それに応じてファイルシステムのサイズを手動で拡張する必要があります。
方法は、使用しているファイルシステムによって異なります。詳細については、ホストオペレーティングシス
テムのドキュメントを参照してください。

vCenter向けSANtricityストレージプラグインでのボリュームの
設定の変更

ボリュームの名前、ホストの割り当て、セグメントサイズ、変更の優先順位、キャッシ
ュなど、ボリュームの設定を変更できます。 など。

作業を開始する前に

変更するボリュームのステータスが「最適」であることを確認してください。

手順

1. 管理ページで、変更するボリュームが含まれているストレージアレイを選択します。
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2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. 変更するボリュームを選択し、*表示/設定の編集*を選択します。

Volume Settings（ボリューム設定）ダイアログボックスが表示されます。選択したボリュームの設定がこ
のダイアログボックスに表示されます。

4. ボリュームの名前とホストの割り当てを変更するには、* Basic *タブを選択します。
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フィールドの詳細

設定 説明

名前 ボリュームの名前が表示されます。現在の名前が適切でない場合はボリュ
ームの名前を変更します。

容量 選択したボリュームのレポート容量と割り当て容量が表示されます。

プール/ボリュームグル
ープ

プールまたはボリュームグループの名前とRAIDレベルが表示されます。
プールまたはボリュームグループがセキュリティ対応か、およびセキュリ
ティ有効かを示します。

ホスト ボリュームの割り当てが表示されます。I/O処理でボリュームにアクセス
できるように、ボリュームをホストまたはホストクラスタに割り当てま
す。これにより、ストレージアレイ内の特定のボリューム、または複数の
ボリュームへのアクセスがホストまたはホストクラスタに許可されます。

• 割り当て先--選択したボリュームにアクセスできるホストまたはホス
トクラスタを指定します

• * lun *：ホストがボリュームへのアクセスに使用するアドレス・スペ
ースに割り当てられる番号ボリュームは、LUNの形式でホストに容量
として提示されます。各ホストには独自のLUNアドレススペースがあ
ります。したがって、同じLUNを複数のホストで使用して、異なるボ
リュームにアクセスできます。

NVMeインターフェイスの場合、この列にはネームスペースIDが表示され
ます。ネームスペースは、ブロックアクセス用にフォーマットされたNVM

ストレージです。SCSIの論理ユニットに相当し、ストレージアレイでは
ボリュームに関連します。ネームスペースIDは、NVMeコントローラのネ
ームスペースの一意の識別子です。1~255の値を設定できます。SCSIの論
理ユニット番号（LUN）に相当します。

識別子 選択したボリュームの識別子が表示されます。

• World-Wide Identifier（WWID）。ボリュームの一意の16進数の識別
子。

• Extended Unique Identifier（EUI）。ボリュームのEUI-64識別子。

• サブシステム識別子（SSID）。ボリュームのストレージアレイサブシ
ステムの識別子。

5. プールまたはボリュームグループ内のボリュームの追加設定を変更するには、*詳細*タブを選択します。
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フィールドの詳細

設定 説明

アプリケーションとワ
ークロードの情報

ボリュームの作成時に、アプリケーション固有のワークロードまたはその
他のワークロードを作成できます。該当する場合は、選択したボリューム
のワークロード名、アプリケーションタイプ、およびボリュームタイプが
表示されます。ワークロード名は必要に応じて変更できます。

QoS設定 • Data Assuranceを永続的に無効にする*-この設定は、ボリューム
がData Assurance（DA）対応の場合にのみ表示されます。DAは、デ
ータがコントローラ経由でドライブに転送される際に発生する可能性
があるエラーをチェックして修正します。選択したボリュームのDAを
完全に無効にする場合は、このオプションを使用します。DAは無効に
すると再度有効にすることはできません。読み取り前冗長性チェック
を有効にする--この設定は’ボリュームがシックボリュームの場合にの
み表示されます読み取り前冗長性チェックは、読み取りの実行時にボ
リュームのデータの整合性を確認する機能です。この機能を有効にし
たボリュームでは、コントローラファームウェアによってデータに整
合性がないと判断されると読み取りエラーを返します。

コントローラ所有権 ボリュームを所有するプライマリコントローラを定義します。コントロー
ラ所有権は非常に重要であり、慎重に計画する必要があります。コントロ
ーラ間で総I/O数をできるだけ均等に分散する必要があります。
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設定 説明

セグメントサイジング セグメントのサイジングに関する設定が表示されます。これは、ボリュー
ムグループのボリュームについてのみ表示されます。セグメントサイズを
変更することでパフォーマンスを最適化することができます。許容される
セグメントサイズの推移-許容されるセグメントサイズの推移がシステム
によって決定されます。現在のセグメントサイズの変更後のサイズとして
適切でないものは、ドロップダウンリストに表示されません。通常、許容
される変更後のサイズは、現在のセグメントサイズの倍または半分です。
たとえば、ボリュームの現在のセグメントサイズが 32KiB であれば、ボリ
ュームの新しいセグメントサイズとして 16KiB または 64KiB が許容され
ます。* SSDキャッシュが有効なボリューム*- SSDキャッシュが有効なボ
リュームでは、セグメントサイズを4KiBに指定することができます。4KiB

のセグメントサイズを選択するのは、 SSD キャッシュが有効なボリュー
ムで小さいブロックの I/O 処理を実行する（ I/O ブロックサイズが 16KiB

以下の場合など）場合のみにしてください。SSD キャッシュが有効なボ
リュームで大きいブロックのシーケンシャル処理を実行する場合は、セグ
メントサイズとして 4KiB を選択するとパフォーマンスが低下することが
あります。*セグメントサイズの変更にかかる時間。*ボリュームのセグメ
ントサイズの変更にかかる時間は、次の要因によって異なります。

• ホストからの I/O 負荷

• ボリュームの修正の優先順位

• ボリュームグループ内のドライブの数

• ドライブチャネルの数

• ストレージアレイコントローラの処理能力

ボリュームのセグメントサイズを変更すると I/O パフォーマンスに影響し
ますが、データの可用性は維持されます。

修正の優先順位 変更優先度の設定が表示されます。これは、ボリュームグループ内のボリ
ュームについてのみ表示されます。変更優先度は、ボリュームの変更処理
にどの程度の処理時間を割り当てるかをシステムパフォーマンスに対する
相対的な優先度として定義したものです。修正の優先順位を上げると、シ
ステムパフォーマンスが低下する場合があります。優先度レベルを選択す
るには、スライダバーを動かします。修正の優先順位率--優先順位が最も
低いとシステムのパフォーマンスは向上しますが、修正操作にかかる時間
は長くなります。優先度を最も高くすると修正処理にかかる時間は短縮さ
れますが、システムパフォーマンスが低下する可能性があります。

キャッシュ キャッシュ設定が表示されます。この設定を変更すると、ボリュームの全
体的なI/Oパフォーマンスを向上させることができます。
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設定 説明

SSD キャッシュ （この機能はEF600またはEF300ストレージシステムでは使用できません
）。 SSDキャッシュの設定が表示されます。互換性のあるボリュームで
この設定を有効にすると、読み取り専用のパフォーマンスが向上します。
互換性があるのは、同じドライブセキュリティ機能とData Assurance機能
を共有しているボリュームです。SSDキャッシュ機能は、1つまたは複数
のソリッドステートディスク（SSD）を使用して読み取りキャッシュを実
装します。SSDの読み取り時間が速くなるため、アプリケーションパフォ
ーマンスが向上します。読み取りキャッシュはストレージアレイ内にある
ため、ストレージアレイを使用するすべてのアプリケーションでキャッシ
ュが共有されます。キャッシュするボリュームを選択すると、あとは動的
に自動でキャッシングが実行されます。

6. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

結果

選択内容に基づいてボリューム設定が変更されます。

vCenter向けSANtricityストレージプラグインでのワークロード
へのボリュームの追加

既存または新規のワークロードに未割り当てのボリュームを追加できます。

このタスクについて

ボリュームをコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して作成した場合や別のストレージアレイから
移行（インポート/エクスポート）した場合、それらのボリュームはワークロードに関連付けられません。

手順

1. 管理ページで、追加するボリュームが含まれているストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. [アプリケーションとワークロード]タブを選択します。

[アプリケーションとワークロード]ビューが表示されます。

4. 「ワークロードに追加」を選択します。

ワークロードの選択ダイアログボックスが表示されます。

5. 次のいずれかを実行します。

◦ 既存のワークロードにボリュームを追加する-既存のワークロードにボリュームを追加する場合は、こ
のオプションを選択します。ドロップダウンリストを使用してワークロードを選択します。そのワー
クロードに関連付けられているアプリケーションタイプが、追加するボリュームに割り当てられま
す。

◦ 新しいワークロードにボリュームを追加--アプリケーションタイプの新しいワークロードを定義して新
しいワークロードにボリュームを追加するには、このオプションを選択します。
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6. 「次へ」を選択して、ワークロードへの追加手順を続行します。

Select Volumes（ボリュームの選択）ダイアログボックスが表示されます。

7. ワークロードに追加するボリュームを選択します。

8. 選択したワークロードに追加するボリュームを確認します。

9. ワークロードの設定が完了したら、[完了]をクリックします。

vCenter向けSANtricityストレージプラグインでのワークロード
設定の変更

ワークロードの名前を変更し、関連付けられているアプリケーションタイプを確認でき
ます。

手順

1. 管理ページで、変更するワークロードを含むストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. [アプリケーションとワークロード]タブを選択します。

[アプリケーションとワークロード]ビューが表示されます。

4. 変更するワークロードを選択し、*表示/設定の編集*を選択します。

[アプリケーションとワークロードの設定]ダイアログボックスが表示されます。

5. （オプション）ユーザが指定したワークロードの名前を変更します。

6. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

vCenter向けSANtricityストレージプラグインでのボリュームの
初期化

ボリュームは、最初に作成されるときに自動的に初期化されます。ただし、一定の障害
状況からリカバリするために、ボリュームを手動で初期化するようRecovery Guruから
指示される場合があります。

このオプションを使用する場合は、必ずテクニカルサポートの指示に従ってください。初期化するボリューム
は1つ以上選択できます。

作業を開始する前に

• すべてのI/O処理を停止しておきます。

• 初期化するボリューム上のデバイスまたはファイルシステムをすべてアンマウントしておく必要がありま
す。

• ボリュームは最適状態であり、ボリュームで変更処理が実行されていません。*注意：*開始後に処理をキ
ャンセルすることはできません。ボリュームのすべてのデータが消去されます。Recovery Guruの指示が
あった場合を除き、この処理は実行しないでください。この手順 を開始する前に、テクニカルサポートに
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お問い合わせください。

このタスクについて

ボリュームを初期化しても、ボリュームのWWN、ホストの割り当て、割り当て済み容量、およびリザーブ容
量の設定は保持されます。Data Assurance（DA）設定とセキュリティ設定も同じままです。

次のタイプのボリュームは初期化できません。

• Snapshotボリュームのベースボリューム

• ミラー関係のプライマリボリューム

• ミラー関係のセカンダリボリューム

• ボリュームコピーのソースボリューム

• ボリュームコピーのターゲットボリューム

• すでに初期化が進行中のボリューム

この手順 は、プールまたはボリュームグループから作成された標準ボリュームにのみ適用されます。

手順

1. 管理ページで、初期化するボリュームを含むストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. 任意のボリュームを選択し、メニューを選択します。More [Initialize volumes]。

Initialize Volumes（ボリュームの初期化）ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックス
には、ストレージアレイ上のすべてのボリュームが表示されます。

4. 初期化するボリュームを1つ以上選択し、処理を確定します。

結果

システムは次の処理を実行します。

• 初期化されたボリュームからすべてのデータが消去されます。

• ブロックインデックスがクリアされます。これにより、書き込み前のブロックはゼロで埋められているか
のように読み取られます（ボリュームは完全に空のように表示されます）。

この処理には時間がかかることがあり、システムのパフォーマンスに影響する可能性があります。

vCenter向けSANtricityストレージプラグインでのボリュームの
再配置

ボリュームの再配置は、ボリュームを優先コントローラ所有者に戻すために実行しま
す。通常、ホストとストレージアレイの間のデータパスに問題が発生した場合、マルチ
パスドライバがボリュームを優先コントローラ所有者から移動します。

作業を開始する前に

• 再配置するボリュームが使用中でない必要があります。使用中の場合はI/Oエラーが発生します。
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• 再配置するボリュームを使用しているすべてのホストにマルチパスドライバがインストールされている必
要があります。インストールされていない場合はI/Oエラーが発生します。ホストにマルチパスドライバが
インストールされていないボリュームを再配置する場合は、再配置処理実行中のボリュームに対するI/Oア
クティビティをすべて停止して、アプリケーションエラーを回避する必要があります。

このタスクについて

ほとんどのホストマルチパスドライバは、優先コントローラ所有者へのパスで各ボリュームへのアクセスを試
みます。ただし、この優先パスが使用できなくなると、ホストのマルチパスドライバは代替パスにフェイルオ
ーバーします。このフェイルオーバー原因 によって、ボリューム所有権が代替コントローラに変更される可
能性があります。フェイルオーバーの原因となった状況を解決すると、一部のホストではボリュームの所有権
が優先コントローラ所有者に自動的に戻りますが、場合によっては手動でのボリュームの再配置が必要になり
ます。

手順

1. 管理ページで、再配置するボリュームを含むストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. メニューを選択します。 More [redistribute volumes （ボリュームの再配置） ]

ボリュームの再配置ダイアログボックスが表示されますストレージアレイ上のボリュームのうち、優先コ
ントローラ所有者が現在の所有者と一致しないボリュームがすべてこのダイアログボックスに表示されま
す。

4. 再配置するボリュームを1つ以上選択し、処理を確定します。

結果

選択したボリュームが優先コントローラ所有者に移動されるか、ボリュームの再配置の不要なダイアログボッ
クスが表示されることがあります。

vCenter向けSANtricityストレージプラグインでボリュームのコ
ントローラ所有権を変更する

ボリュームの優先コントローラ所有権を変更して、ホストアプリケーションのI/Oが新し
いパス経由で転送されるようにすることができます。

作業を開始する前に

マルチパスドライバを使用しない場合は、現在ボリュームを使用しているホストアプリケーションをすべてシ
ャットダウンする必要があります。これにより、I/Oパスが変更された場合にアプリケーションエラーを回避
できます。

このタスクについて

プールまたはボリュームグループに含まれる1つ以上のボリュームのコントローラ所有権を変更することがで
きます。

手順

1. 管理ページで、コントローラ所有権を変更するボリュームを含むストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. 任意のボリュームを選択し、メニューを選択します。[More（その他）][Change ownership（所有権の変
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更）]。

[ボリューム所有権の変更]ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスには、ストレー
ジアレイ上のすべてのボリュームが表示されます。

4. [* Preferred Owner]*ドロップダウン・リストを使用して、変更する各ボリュームの優先コントローラを変
更し、操作を確定します。

結果

• ボリュームのコントローラ所有権が変更されます。ボリュームへのI/Oが、このI/Oパス経由で転送される
ようになります。

• マルチパスドライバが新しいパスを認識するように再設定されるまで、ボリュームで新しいI/Oパスが使用
されない場合があります。

この処理にかかる時間は通常5分未満です。

vCenter向けSANtricityストレージプラグインでのボリュームの
キャッシュ設定の変更

読み取りキャッシュと書き込みキャッシュの設定を変更して、ボリュームの全体的なI/O

パフォーマンスを調整することができます。

このタスクについて

ボリュームのキャッシュ設定を変更する際は、次のガイドラインに注意してください。

• [キャッシュ設定の変更]ダイアログボックスを開いた後、選択したキャッシュプロパティの横にアイコン
が表示されることがあります。このアイコンは、コントローラがキャッシュ処理を一時的に停止したこと
を示しています。この処理は、新しいバッテリを充電しているとき、コントローラが削除されたとき、ま
たはコントローラによってキャッシュサイズの不一致が検出された場合に発生します。この状況が解消さ
れると、ダイアログボックスで選択したキャッシュプロパティがアクティブになります。選択したキャッ
シュプロパティがアクティブにならない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

• キャッシュ設定は、単一のボリュームまたはストレージアレイ上の複数のボリュームに対して変更できま
す。キャッシュ設定は、すべてのボリュームについて同時に変更できます。

手順

1. [管理]ページで、キャッシュ設定を変更するボリュームを含むストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. 任意のボリュームを選択し、メニューを選択します。 More [ キャッシュ設定の変更 ] 。

[キャッシュ設定の変更]ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスには、ストレージ
アレイ上のすべてのボリュームが表示されます。

4. [Basic]タブを選択して、リード・キャッシュとライト・キャッシュの設定を変更します。
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フィールドの詳細

キャッシュ設定 説明

読み取りキャッシュ 読み取りキャッシュは、ドライブから読み取られたデータを格納するバッ
ファです。読み取り処理の対象となるデータが以前の処理ですでにキャッ
シュに格納されていれば、ドライブにアクセスする必要はありません。読
み取りキャッシュのデータは、フラッシュされるまで保持されます。

書き込みキャッシュ 書き込みキャッシュは、ドライブにまだ書き込まれていないホストからの
データを格納するバッファです。書き込みキャッシュ内のデータは、ドラ
イブに書き込まれるまで保持されます。書き込みキャッシュにより、I/Oパ
フォーマンスを向上させることができます。キャッシュは、ボリュームの
書き込みキャッシュが無効になったあとに自動的にフラッシュされます。

5. 「詳細設定」タブを選択して、シックボリュームの詳細設定を変更します。アドバンストキャッシュ設定
は、シックボリュームに対してのみ使用できます。

フィールドの詳細

設定 説明

動的キャッシュ読み取
りプリフェッチ

Dynamic Cache Read Prefetchを使用すると、コントローラは、ドライブ
からキャッシュにデータブロックを読み取っているときに、連続する追加
のデータブロックをキャッシュにコピーできます。このキャッシングによ
り、以降のデータ要求にキャッシュから対応できる可能性が高まります。
動的キャッシュ読み取りプリフェッチは、シーケンシャルI/Oを使用するマ
ルチメディアアプリケーションで重要ですデータがキャッシュにプリフェ
ッチされる速度と量は、ホスト読み取りの速度と要求サイズに基づいて自
動で調整されます。ランダムアクセスの場合、原因 データがキャッシュに
プリフェッチされることはありません。この機能は、読み取りキャッシュ
が無効になっている場合は適用されません。

バッテリなしの書き込
みキャッシュ

バッテリなしの書き込みキャッシュを有効にすると、バッテリがない、障
害が発生している、完全に放電されている、フル充電されていないなどの
状況でも書き込みキャッシュが続行されます。バッテリなしの書き込みキ
ャッシュを選択すると電源の喪失時にデータが失われる可能性があるた
め、一般には推奨されません。通常、書き込みキャッシュは、バッテリが
充電されるか障害が発生したバッテリが交換されるまで、コントローラに
よって一時的にオフにされます。注意：データ損失の可能性--保護用のユ
ニバーサル電源装置がない場合にこのオプションを選択すると、データが
失われる可能性があります。また、コントローラのバッテリがない場合
にWrite caching without Batteriesオプションを有効にすると、データが失
われる可能性があります。

ミラーリングありの書
き込みキャッシュ

ミラーリングありの書き込みキャッシュでは、一方のコントローラのキャ
ッシュメモリに書き込まれたデータがもう一方のコントローラのキャッシ
ュメモリにも書き込まれます。そのため、一方のコントローラで障害が発
生した場合、もう一方のコントローラで未処理の書き込み処理をすべて完
了できます。書き込みキャッシュのミラーリングは、書き込みキャッシュ
が有効で、2台のコントローラが配置されている場合にのみ使用できま
す。ミラーリングありの書き込みキャッシュは、ボリュームの作成時にデ
フォルトで設定されます。

25



6. [保存（Save）]をクリックして、キャッシュ設定を変更します。

vCenter向けSANtricityストレージプラグインでボリュームのメ
ディアスキャン設定を変更する

メディアスキャンは、ボリューム内のすべてのデータと冗長性情報をスキャンするバッ
クグラウンド処理です。このオプションは、1つ以上のボリュームのメディアスキャン設
定を有効または無効にしたり、スキャン期間を変更したりする場合に使用します。

作業を開始する前に

次の点を理解しておきます

• メディアスキャンは、スキャンする容量とスキャン期間に基づいて一定の速度で継続的に実行されます。
優先度の高いバックグラウンドタスク（再構築など）によってバックグラウンドスキャンが一時的に中断
されることはありますが、その場合も同じ速度で再開されます。

• ボリュームは、ストレージアレイとそのボリュームでメディアスキャンオプションが有効になっている場
合にのみスキャンされます。そのボリュームで冗長性チェックも有効になっている場合、ボリュームに冗
長性情報があるかぎり、ボリューム内の冗長性情報とデータの整合性がチェックされます。メディアスキ
ャンでの冗長性チェックは、ボリュームの作成時にデフォルトで有効になります。

• スキャン中に回復不能なメディアエラーが発生した場合、可能であれば、冗長性情報を使用してデータが
修復されます。

たとえば、最適なRAID 5ボリューム、または最適なRAID 6ボリュームまたは1本のドライブのみで障害が
発生したRAID 6ボリュームには、冗長性情報が存在します。冗長性情報を使用して回復不能なエラーを修
復できない場合は、読み取り不能セクターログにデータブロックが追加されます。イベントログには、修
正可能なメディアエラーと修正不可能なメディアエラーの両方が記録されます。

• 冗長性チェックでデータと冗長性情報の間に不整合が検出された場合は、イベントログに報告されます。

このタスクについて

メディアスキャンは、アプリケーションで頻繁に読み取られないディスクブロック上のメディアエラーを検出
して修復します。これにより、ドライブ障害が発生しても、障害ドライブのデータが冗長性情報とボリューム
グループまたはプール内の他のドライブのデータを使用して再構築されるため、データが失われることはあり
ません。

次の操作を実行できます。

• ストレージアレイ全体のバックグラウンドメディアスキャンを有効または無効にします

• ストレージアレイ全体のスキャン期間を変更します

• 1つ以上のボリュームのメディアスキャンを有効または無効にします

• 1つ以上のボリュームの冗長性チェックを有効または無効にします

手順

1. 管理ページで、メディアスキャン設定を変更するボリュームが含まれているストレージアレイを選択しま
す。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。
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3. 任意のボリュームを選択し、メニューを選択します。More [メディアスキャン設定の変更]。

Change Drive Media Scan Settings（ドライブメディアスキャン設定の変更）ダイアログボックスが表示
されます。このダイアログボックスには、ストレージアレイ上のすべてのボリュームが表示されます。

4. メディアスキャンを有効にするには、*スキャン期間中にメディアをスキャンする*チェックボックスをオ
ンにします。メディアスキャンを無効にすると、すべてのメディアスキャン設定が一時停止されます。

5. メディアスキャンを実行する日数を指定します。

6. メディアスキャンを実行する各ボリュームの[メディアスキャン]チェックボックスをオンにします。メデ
ィアスキャンの実行を選択した各ボリュームに対して、冗長性チェックオプションが有効になります。冗
長性チェックを実行しないボリュームが個々にある場合は、*冗長性チェック*チェックボックスの選択を
解除します。

7. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

結果

選択内容に基づいて、バックグラウンドメディアスキャンに対する変更が適用されます。

vCenter向けSANtricityストレージプラグインでのボリュームの
削除

1つ以上のボリュームを削除して、プールまたはボリュームグループの空き容量を増やす
ことができます。

作業を開始する前に

削除するボリュームで、次の点を確認します。

• すべてのデータがバックアップされます。

• すべての入出力（I/O）が停止しています。

• デバイスとファイルシステムがアンマウントされている。

このタスクについて

通常、作成したボリュームのパラメータや容量が正しくない場合、またはストレージ構成のニーズを満たさな
くなった場合に、ボリュームを削除します。ボリュームを削除すると、プールまたはボリュームグループの空
き容量が増えます。

ボリュームを削除すると、それらのボリューム上のすべてのデータが失われます。

次のいずれかの条件に該当するボリュームは、*削除できない*ことに注意してください。

• ボリュームが初期化中である。

• ボリュームが再構築中である。

• ボリュームが属するボリュームグループにコピーバック処理を実行中のドライブが含まれている。

• ボリュームのステータスが失敗になった場合を除き、セグメントサイズの変更などの変更処理を実行中で
す。

• ボリュームにいずれかのタイプの永続的予約が設定されている。
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• ボリュームがボリュームコピー処理のソースボリュームまたはターゲットボリュームで、処理のステータ
スが「保留」、「実行中」、または「失敗」である。

ボリュームのサイズが指定したサイズ（現在は128TB）を超えると、削除処理がバックグラウ
ンドで実行され、解放されたスペースをすぐに使用できなくなることがあります。

手順

1. [* Manage *（管理）]ページで、削除するボリュームを含むストレージ・アレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

ボリュームの削除ダイアログボックスが表示されます。

4. 削除するボリュームを1つ以上選択し、処理を確定します。

5. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。
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する諸権利）条項の(b)(3)項、に規定された制限が適用されます。

本書に含まれるデータは商用製品および / または商用サービス（FAR 2.101の定義に基づく）に関係し、デー
タの所有権はNetApp, Inc.にあります。本契約に基づき提供されるすべてのネットアップの技術データおよび
コンピュータ ソフトウェアは、商用目的であり、私費のみで開発されたものです。米国政府は本データに対
し、非独占的かつ移転およびサブライセンス不可で、全世界を対象とする取り消し不能の制限付き使用権を有
し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。
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